


























































































































































































































































































































































の CD のみになっていて、それを繰り返し聞いていることになる。CD の音声
は実際の会話スピードよりかなり遅めで、それでもテストの際に一人ずつ復唱
しているときに、発話スピードの個人差がある。大抵の学生は、発音や声調に
気を付けつつ、慎重にゆっくりと遅いスピードで暗唱に臨んでいるが、実験ク
ラスには非常に自然に近い会話のスピードで暗唱している学生も数名いる（中
には声調が苦手な学生も含まれている）。
　発話スピードの速い学生グループも、いくつか違うタイプに分けられる。
１．発音も正確で、スピードが速く、自然な会話に近い場合。前期から発音の
上達が早く、音声に対して先天的な感性的なものを持っている学生群。
２．発音には本人の独特なクセ（文全体の抑揚、ポーズの置き方など）はある
が、しかし通常の会話スピードで復唱でき、聞いていると違和感があるものの、
会話としてあまり気にならず、特に英語が堪能な学生によく見られるという印
象はあるが、一概には言えない。
３．明らかに不正確な声調が目立つが、それを本人がまったく気にせず、雰囲
気や気合でかなり速いスピードで復唱する学生。本人のあまりの楽しさにクラ
ス全員が圧倒されている印象がある。
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　以上の暗唱を使った試みとその教育効果について次のようにまとめることが
できる。音声の学習は総合学習の中で、文字や意味と関連して習得していくプ
ロセスが大事であることはいうまでもない。そのプロセスのなかでは、如何に
教員が学生により多く音声に触れさせるかがポイントになる。テストの際に一
人ずつ復唱を発表しているときに、発話スピードの個人差がかなりあることに
気付く。実験クラスには非常に自然に近い会話のスピードで暗唱している学生
も数名いることから、異なる速度を聞くことで、自己矯正する能力を養ってい
ると思われる。この教育効果を教員が認識して暗記課題を課し、学生の発表の
場を聴取教育の機会と位置づけることが大事である。
　初修中国語習得に関しては、学生が子音・母音・複母音・鼻音さらに声調と、
限られた授業時間内ですべて把握することは難しい。４月時点のみで声調の聴
取練習やテストを行うのは、期待するような効果につながらない。ある程度単
語や表現の学習に進んで、自ら練習する時間を与え、中国語の音声に慣れ親し
んでもらう時間が必要である。
７．声調教育への新提案と今後の研究課題
　CAI システムは学習効果を学生自身にはっきりと確認させ、学習意欲を起
こさせる有効な教育手段である。声調の弁別もより定着度が増すことで、アン
ケートの感想からも、９月の時点で聞き取れて「自信がついた」といった声が
多数上がっている。検証点は、CAI システムの使用の有無による差、CAI シ
ステム導入時期の違いによる差（前期初めごろのみの導入と前期後期両方の導
入）、さらに暗唱課題の有無による差など、いくつかの項目をあらかじめ設定
し、対象をグループごとに分けてテストを行うようにする。教員が意識的に体
系化した指導法を考案する必要がある。
　新提案は以下３点に集約できる。
（１）CAI システムと連動した教室での声調指導
具体的には学習者自身が「自己モニターストラテジー」を使うよう刺激
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し、声調弁別の「メタ認知型ストラテジー」を育成する指導法。
（２）CAI システム導入時期の分散と延長
連続的音声知覚から範疇化確立には長期間、繰り返しの練習が必要で、
習得の個人差も大きいため、長期スパンでの聴取・発音能力の評価が必
要。
（３）音声コミュニケーション支援の声調指導
超音節的音声の知覚・産出訓練と連動させ、音声コミュニケーションを
成功に導く教育法。
　今後の実験計画として以下を検討している。１）実験群と統制群に分け比較
を試みる。２）同一教材を使用する同一教員の指導による複数の学生グループ
の学習効果を検証する。３）４月だけでなく、９月に入ってからも継続的に声
調学習を行う。
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〈付録〉　【　】は本文中に引用された回答例。
パターン 下位分類 アンケート回答
Ⅰ四声範疇化に成
功しつつある学習
者（17名）
聞き取りに慣れ
て、自信がついた。
なんか意外と発音は耳が覚えていました！四
声は多分もう問題ないと思います。【１】
はじめた時よりは慣れてきたと思います。
聞きとりはそこまでおとろえていなかったの
で安心しました。
聞き取りは大丈夫そう。
完璧に聞き取れてはいます！
春学期の後半は、比較的に聞き取れるように
なったと思います。
四声にはだいぶ慣れてきた気がします。
何度も聞いているうちに違いがわかるように
なってきたので、数をこなすことが大事だと
思いました。
自信はなかった
が、だいぶ慣れ
て、思ったよりよ
く聞き取れた。
自信ない問題が多かったけど、意外とあって
おどろきました。【２】
時々わかりづらいことがあるが、思ったより
聞き取れてよかったです。
発音を聞いたら、なんとなく声調は聞き取れ
るようになりましたが、まだ自分の中で迷う
ことも多くあります。
自信がなかったのがすべて聞き取れたのでよ
かった。
このテストも思ったよりできた（つもり）な
ので、耳を慣らしていきたいです。
Ⅱ範疇化の難しい
声調類別を自覚で
きた学習者（12名）
２声と３声をよく
間違える。
２声と３声の判別が難しいです。【３】
２声と３声よく間違えます。
２声と３声の違いをもっと頑張りたいです。
２を３と聞き間違えるクセがあるようです。
３声と２声の区別がまだ苦手なので、よく聞
き分けられるようになりたいです。
２声と３声は難しいです。
３声と４声が苦手。
特に３声と４声の聞き分けが苦手な気がしま
す。【４】
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夏休みおわってからからは声調３、４区別が
つきません。
３声との区別が難しい。
３声がまだ聞き取りづらい。
１声と２声、１声
と４声の区別が難
しい。
１と２が間違えやすかった。２の上がる感じ
が２音節以上になると感じにくいので、音程
で覚えるようにしていました。【５】
１声と４声の区別がつかないことがありま
す。今後の課題です。
Ⅲ声調弁別上達の
学習法について言
及した学習者（７
名）
正しい発音を繰り
返し聞いた。
何度も聞いているうちに違いがわかるように
なってきたので、数をこなすことが大事だと
思いました。【６】
最初はよくわからなかったが、正しい発音を
聴くうちにわかるようになった。
前期は、単語の声調を CD で覚えるようにし
ていました。
自分で声に出して
発音練習した。
音読（暗唱）を繰り返す以外の練習はしてい
ませんが、効果的だと思います。【７】
「中国語声調聴取システム」を活用して、週に
１回は必ず取り組むようにしていた。自分の
声に出して、音読練習をするようにしていた。
前期で発音を意識して声に出して学習し、克
服できた。
自分で声に出して発音することでより理解で
きた。
Ⅳ声調を弁別する
際のテクニックに
ついて言及した学
習者（７名）
声調の判別には考
える時間が必要で
ある。
ゆっくりのスピードならある程度聞き分けら
れるけど、早くなるとわからなくなる。【８】
早すぎると頭の処理が追い付かないのをなん
とかしたいです。
考える時間がないと難しいです。
自分の頭の中で再生できたときは正解してい
る。
集中力が必要であ
る。
集中力が必要だと思いました。まだしっかり
意識しないと聞き取れないです。【９】
気合を入れて聞くと聞き取れます。
後半耳が疲れてしまいました。
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Ⅴ声調学習と文字
学習の関連につい
て言及した学習者
（３名）
学習した単語の声
調は判別しやすい。
学習済みの単語は、比較的すらっと出てきま
す。【10】
意味が理解できな
い単語の発音の声
調判別は難しい。
文字と連動して pinyin を覚えるのが一番だ
と思った。このように何も無しで聞いた音を
分別するのはまだ難しい。【11】
ピンインと四声を先におぼえて、聞いたとた
ん漢字を書けるようになるまで繰り返しまし
た。
